




















聖和キャンパスでは 2018 年 5 月 14 日（月）から
18 日（金）にかけて、神戸三田キャンパスでは 5
月 21 日（月）から 25 日（金）にかけて開催され


























パスが 5 月 14 ～ 18 日、神戸三田キャンパスが 5






















5 月 14 日（月）15：10 ～「ロシアの同性愛者











る機会を設けるため、今年度も 5 月 16 日（水）















































LGBT」は、5 月 16 日（水）の 18 時半から図書
館ホールで開催された。現役生 4 名（バイセクシュ


































































































スの最終日の 5 月 18 日（金）の 16 時 50 分から
は、先端社会研究所と共催して映画『私はワタシ
～ over the rainbow ～』の上映会と、映画関係
者によるトークセッションが開催された。この映





















　昨年度の KGRW の報告文（武田・飯塚 , 2018）
で紹介したように、2015 年度の第 3 回および
2016 年度の第 4 回 KGRW での Web 調査の結果
を基に、キャンパス内で性的マイノリティの構成
員が抱える課題に関して、関連部署と改善に向け
ての交渉を 2 年間に渡って続けてきた。その結果、
学内のトイレの名称・表記に関しては、1 階にあ
る多目的トイレに関しては、障害者の人たちの使
用が制限されることのないように現行の表記（ピ
クトグラムのみ）のままとして、それ以外の階に
設置されている多目的トイレに関しては、現状の
ピクトグラムに加えて「多目的トイレ」という表
記をつけることで学内のコンセンサスを得ること
ができた。そして、すでに 2018 年度の夏休みに
改修工事のあった西宮上ケ原キャンパスの大学図
書館と第 4 別館のトイレには「多目的トイレ」と
いう表記がつけられ、それ以外のトイレに関して
も今後表記が順次付け加えられる予定である。
　昨年度の報告文でもう一つ提案していた「関西
キャンパスにおける多様性尊重にむけてのソーシャルアクション：第6回関学レインボーウィークを振り返って
45
学院　インクルーシブ・コミュニティ実現のため
の行動指針（仮称）」の制定に関しても、一定の
進展が見られた。関西学院のミッション展開推進
委員会の下にあるインクルーシブ・コミュニティ
促進委員会が中心となり、人権教育研究室も協力
して原案作成し、関西学院の幼稚園から大学まで
のすべての学校に内容を確認してもらって修正を
行い、現在公表に向けての最終段階に入っている。
来年度のこの KGRW の報告文では内容の詳細と
ともに、この行動指針に基づいて関西学院全体が
多様性を尊重するキャンパスへ一歩も、二歩も前
進していることを報告できることを願っている。
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